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日
本
統
治
期
台
湾
文
壇
に
お
け
る

「
女
誠
扇
締
語
」受
容
の
行
方

和
泉

司

※ 

文
中
に
お
い
て
、
日
本
統
治
期
の
呼
称
と
し
て
台
湾
人
に
つ
い
て
は
本
島
人
、
日
本
人
に
つ
い
て
は
内
地
人
と
そ
れ
ぞ
れ
表
記
し

た
。
現
在
で
は
不
適
切
な
表
現
で
あ
る
が
、
当
時
の
台
湾
の
人
々
を
「
台
湾
人
」
「
日
本
人
」
と
表
記
す
る
こ
と
は
理
解
に
混
乱
を
も

た
ら
し
、
問
題
を
隠
蔽
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
概
念
・
記
号
と
し
て
表
記
す
る
際
に
は

「
台
湾
」
と
鈎
括
弧
を
つ
け
、
地
域
と
し
て
の
台
湾
と
区
別
き
せ
た
。

は
じ
め
に

佐
藤
春
夫
は

一
九
二
O
年
｜
大
正
九
年
の
七
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
台
湾
を
訪
れ
た
。
こ
れ
は
、
谷
崎
潤
一
郎
夫
人
と
の
恋
愛
問
題
の

も
つ
れ
か
ら
逃
避
す
る
よ
う
に
故
郷
・
新
宮
に
帰
郷
し
た
と
き
、
偶
然
再
会
し
た
中
学
校
時
代
の
友
人
で
、
当
時
台
湾
の
高
雄
で
歯
科
医
院

を
開
業
し
よ
う
と
し
て
い
た
東
照
市
に
誘
わ
れ
た
た
め
だ
と
、
後
に
本
人
が
述
べ
て
い
る
。

そ
の
と
き
の
経
験
を
も
と
に
、
春
夫
は
台
湾
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
テ
ク
ス
ト
を
発
表
し
た
。
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そ
の
中
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
台
湾
の
山
地
原
住
民
の
様
子
を
鋭
く
描
い
た
「
霧
社
」
（
一
九
二
五
年
）
、
台
湾
の
日

本
統
治
の
状
況
を
本
島
人
た
ち
と
の
会
談
と
い
う
形
で
暴
い
て
い
っ
た
「
植
民
地
の
旅
」
（
一
九
三
二
年
）
、
そ
し
て
、

一
九
二
五
年
雑
誌

「
女
性
』
で
発
表
さ
れ
た
、
古
都
・
台
南
の
街
を
舞
台
と
し
た
怪
異
語
「
女
誠
扇
締
謂
」
で
あ
る
。

前
二
者
が
紀
行
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
小
説
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
「
女
誠
扇
締
譜
」
は
、
台
湾
の
異
国
性
を
十
分
に
描
き
あ
げ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
春
夫
の
後
に
台
湾
へ
渡
っ
た
り
旅
行
を
し
た
り
し
た
作
家
た
ち
に
「
台
湾
」
と
共
に
想
起
き
れ
る
作
品
と
し
て
評
価
き
れ
た
。
同
時

(2
) 

に
、
台
湾
を
舞
台
に
し
た
、
或
い
は
台
湾
を
描
い
た
代
表
的
な
小
説
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
、
「
女
誠
扇
締
譜
」
の
位
置
付
け
が
、
問
題
に
な
っ
た
時
間
と
場
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
四O
年
か

ら
四
五
年
ま
で
の
、
日
本
語
文
学
が
最
盛
期
を
迎
え
た
頃
の
台
湾
文
壇
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

-21-

日
本
統
治
期
台
湾
の
文
学
状
況

一
八
九
五
年
に
清
朝
か
ら
日
本
へ
割
譲
さ
れ
た
台
湾
は
、
そ
の
後
二
十
年
ほ
ど
は
抗
日
武
力
闘
争
が
断
続
的
に
続
く
不
安
定
な
地
域
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
期
の
文
学
活
動
は
、
旧
支
配
者
層
で
あ
っ
た
本
島
人
の
読
書
人
階
級
の
人
々
に
よ
る
漢
詩
文
創
作
か
、
移
住
し
て
き
た
内
地

人
た
ち
の
短
歌
・
俳
句
サ
ー
ク
ル
が
細
々
と
活
動
し
て
い
る
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
。

台
湾
に
近
代
文
学
運
動
が
始
ま
っ
た
の
は
、
春
夫
訪
台
の
時
期
と
前
後
し
て
い
る
。一
九
二
0
年
代
か
ら
、
台
湾
で
盛
り
上
が
っ
た
台
湾

自
治
獲
得
運
動
と
い
う
形
の
穏
健
的
抗
日
闘
争
と
、
中
国
大
陸
の
改
革
運
動
の
影
響
も
あ
っ
て
、
北
京
語
白
話
文
の
台
湾
へ
の
導
入
と
い
う

形
で
文
学
運
動
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
台
湾
新
文
学
運
動
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
運
動
は
、
三
0
年
代
初
期
、
総
督
府
の
弾
圧
で
自
治
獲
得
運
動
が
壊
滅
し
た
後
も
、
三
0
年
代
を
通
じ
て
同
人
文
芸
誌
の
断
続
的
な
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創
刊
・
廃
刊
の
繰
り
返
し
の
中
で
続
い
て
い
た
。
こ
の
頃
に
は
、
運
動
の
中
心
は
日
本
留
学
経
験
の
あ
る
本
島
人
作
家
に
移
り
、日
本
語
テ

ク
ス
ト
と
中
国
語
テ
ク
ス
ト
が
共
存
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
内
地
人
も
こ
の
運
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
一
九
三
七
年
、
日
中
戦
争
を
控
え
た
四
月
に
、
総
督
府
の
中
国
語
締
め
出
し
方
針
に
従
っ
て
、
台
湾
内
部
の
新
聞
が
一
斉
に
新
聞

の
漢
文
欄
を
廃
止
し
た
こ
と
で
、
当
時
の
文
芸
誌
「
台
湾
新
文
学
』
も
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
こ
で
、
台
湾
新
文
学
運
動
は
中
断
し
、

以
降
二
年
ほ
ど
の
問
、
台
湾
で
の
文
学
活
動
は
停
滞
す
る
。

そ
の
停
滞
を
破
っ
た
の
が
、
四
O
年
に
創
刊
さ
れ
た
日
本
語
雑
誌
『
文
芸
台
湾
』
で
あ
っ
た
。
発
行
編
集
人
は
西
川
満
と
い
う
人
物
で
あ

る
。
満
二
歳
で
台
湾
へ
渡
り
、
以
後
早
稲
田
大
学
在
学
中
以
外
は
ず
っ
と
台
湾
で
育
勺
た
西
川
は
、
台
湾
の
炭
坑
王
の
息
子
で
あ
っ
た
た
め

資
金
に
も
恵
ま
れ
、
雑
誌
運
営
は
順
調
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
の
西
川
の
運
営
方
針
・
文
学
傾
向
に
反
感
を
抱
い
て
い
た
本
島
人
作
家
を

中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、
四
一
年
に
入
っ
て
同
人
を
脱
退
し
、
新
た
な
雑
誌
『
台
湾
文
学
」
を
創
刊
し
た
。

以
降
、
台
湾
で
は
「
文
芸
台
湾
』
と
『
台
湾
文
学
』
の
二
誌
競
合
が
始
ま
っ
た
。
両
誌
は
分
裂
と
い
う
経
緯
も
あ
り
、
常
に
互
い
を
批
判

し
合
う
形
で
論
争
を
続
け
て
い
た
が
、
そ
れ
が
結
果
的
に
、
終
戦
と
そ
れ
に
伴
う
台
湾
の
中
国
復
帰
ま
で
の
問
、
台
湾
文
壇
に
空
前
の
活
況

期
を
引
き
起
こ
し
た
。
台
湾
の
「
日
本
語
文
学
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
の
大
部
分
は
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
女
誠
扇
締
語
」
の
位
置
付
け
が
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
「
日
本
語
文
学
」
の
最
盛
期
に
重
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

新
垣
宏
一
の
追
跡

日
本
内
地
の
作
家
で
は
な
く
、
台
湾
内
部
か
ら
「
女
誠
扇
締
諌
」
に
言
及
し
た
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
新
垣
宏
一
が
そ
の
初
め
の
人
物

で
あ
る
。
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新
垣
宏
一
は

一
九
一
三
年
台
湾
の
高
雄
に
生
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
台
湾
二
世
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
旧
制
高
雄
中
学
か
ら
台
北
高
校
を
経

て
台
北
帝
大
国
文
科
を
卒
業
し
た
、
台
湾
内
部
で
最
も
理
想
的
な
エ
リ
ー
ト
コl
ス
を
歩
ん
だ
人
物
と
い
え
る
。

新
垣
が
「
女
誠
扇
締
諌
」
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
実
家
の
近
所
に
春
夫
を
台
湾
へ
と
誘
っ
た
東
の
歯
科
医
院
が
あ
り
、

か
つ
て
春
夫
が
台
湾
へ
や
っ
て
き
た
と
い
う
話
を
身
近
で
聞
い
て
い
た
こ
と
と
、
三
七
年
、
台
北
帝
大
卒
業
後
に
「
女
誠
扇
締
諌
」
の
舞
台

(3
) 

と
本
人
は
述
べ
て
い
る
。

で
あ
る
台
南
の
高
等
女
学
校
に
教
員
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
に
あ
る
、

台
北
帝
大
卒
業
後
、
一
九
三
七
年
七
月
か
ら
台
南
州
立
第
二
高
等
女
学
校
の
教
員
と
し
て
台
南
に
赴
任
し
た
新
垣
宏
一
に
と
っ
て
、
台
湾

南
部
と
い
う
地
域
は
特
別
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
「
文
芸
台
湾
」
の
前
身
で
あ
る
雑
誌
『
華
麗
島
」
に
寄
稿
し
た
詩
「
廃
港
」
を
初
め
、

新
垣
の
テ
ク
ス
ト
の
大
半
は
台
南
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
新
垣
は
、
現
在
の
「
台
湾
文
学
」
研
究
に
お
い
て
、
作
家
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
が
現
在
研
究
上
取
り

-23ー

上
げ
ら
れ
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
台
湾
に
お
け
る
「
女
誠
扇
締
語
」
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。

女
学
校
教
員
と
し
て
台
南
に
暮
ら
し
て
い
た
時
期
に
、
彼
は
台
南
に
本
社
を
置
く
「
台
湾
日
報
」
と
い
う
新
聞
に
断
続
的
に
随
筆
を
寄
稿

そ
の
一
部
が
台
南
で
「
女
誠
扇
締
謹
」
の
モ
デ
ル
や
舞
台
を
求
め
た
調
査
報
告
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
「
佐
藤
春
夫
の
こ

(4
) 

と
」
「
悌
頭
港
記
」
「
女
誠
扇
締
諌
と
台
南
の
街
」
と
い
う
随
筆
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
新
垣
の
こ
の
と
き
の
調
査
は
詳
細
な
も
の
で
、

(5
) 

現
在
に
至
る
ま
で
「
女
誠
扇
締
謂
」
研
究
の
資
料
と
し
て
高
い
価
値
を
持
っ
て
い
る
。

し
て
い
て
、

こ
の
一
連
の
随
筆
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
「
佐
藤
春
夫
の
こ
と
」
第
三
回
に
お
い
て
、
新
垣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
き
て
こ
の
「
女
誠
扇
締
語
い
は
美
し
い
物
語
で
あ
る
。ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夢
の
や
う
な
美
し
い
物
語
で
あ
る
。
安
平
や
台
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南
を
未
だ
見
ぬ
人
は
此
の
「
女
誠
扇
締
語
」
を
読
ん
で
、
ど
ん
な
に
此
の
土
地
を
な
つ
か
し
む
こ
と
で
あ
ら
う
か
春
夫
は
ロ
マ
ン
チ
ス

ト
で
あ
る
が
、

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
で
は
な
い
。
そ
こ
が
私
た
ち
に
喜
ば
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
事
実
、
私
は
台
南
に
来
る

時
、
先
づ
頭
に
描
い
た
の
は
佐
藤
春
夫
の
「
女
誠
扇
締
謂
」
で
あ
っ
た
。
私
が
初
め
て
会
っ
た
台
南
の
人
々
と
い
ふ
の
は
、
生
徒
た
ち

で
あ
っ
た
が
、
私
は
教
場
で
「
女
誠
扇
締
諦
」
の
街
に
来
た
喜
び
を
語
っ
た
位
で
あ
っ
た
。

き
う
し
て
、
安
平
に
遊
ぴ
、
台
南
の
港
町
方
面
を
其
て
歩
い
て
み
て
、
私
の
書
き
度
い
と
思
ふ
こ
と
は
、
す
で
に
春
夫
が
皆
書
い
て

し
ま
っ
た
と
慨
嘆
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
、
発
表
か
ら
「
日
本
語
文
学
」
最
盛
期
ま
で
の
台
湾
に
お
け
る
「
女
誠
扇
締
譜
」
の
位
置
付
け
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で

モ
デ
ル
や
舞
台
の

追
跡
と
し
て
は
詳
細
で
優
れ
た
結
果
を
残
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
彼
は
台
湾
を
代
表
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
賞
賛
宇
る

は
、
「
女
誠
扇
締
譜
」
は
賛
美
の
対
象
で
し
か
な
く
、
批
判
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
新
垣
の
調
査
は
、

以
外
に
「
女
誠
扇
締
謂
」
と
接
す
る
方
法
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四

島
田
謹
二
「
佐
藤
春
夫
氏
の

の
発
表

「
女
誠
扇
締
謂
」
」

新
垣
の
調
査
と
ほ
ぼ
重
な
る
時
期
に
、
「
女
誠
扇
締
譜
」
を
総
体
的
に
扱
っ
た
最
初
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
が
総
督
府
発
行
の
雑

誌
『
台
湾
時
報
』

一
九
三
九
年
九
月
号
（
二
三
七
号
）
に
「
松
風
子
」
の
筆
名
で
発
表
さ
れ
た
、
島
田
謹
二
「
佐
藤
春
夫
氏
の
「
女
誠
扇
締

語
」
」
（
以
下
、
島
田
論
文
）で
あ
る
。

島
田
謹
二
は
一
九
二
九
年
三
月
末
、

一
年
ほ
ど
勤
め
た
東
北
帝
大
法
文
学
部
の
副
手
か
ら
、
創
立
二
年
自
の
台
北
帝
大
に
講
師
と
し
て
赴
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任
し
て
き
で
い
た
。
当
時
、
島
田
の
他
、
矢
野
禾
積
、
中
村
哲
、
工
藤
好
美
、
金
関
丈
夫
な
ど
の
台
北
帝
大
の
教
官
た
ち
が
「
別
格
」
的
存

在
と
し
て
「
日
本
語
文
学
」
最
盛
期
の
台
湾
文
壇
で
権
威
的
に
活
躍
し
て
い
た
。
ま
た
、
島
田
は
台
北
帝
大
で
の
新
垣
の
恩
師
で
も
あ
り
、

親
交
は
深
か
っ
た
ら
し
い
。

島
田
は
台
湾
へ
や
っ
て
き
て
か
ら
、
比
較
文
学
の
方
法
論
へ
の
接
近
を
試
み
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
に
お
け
る
「
外
地
文
学
」
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
台
湾
に
お
け
る
「
外
地
文
学
」
と
い
う
枠
艇
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
り
、
在
台
内
地
人
作
家
の
文
学
活
動
に

注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
意
図
に
従
っ
て
、
島
田
は
「
華
麗
島
文
学
志
」
と
い
う
テl

マ
で
台
湾
の
「
外
地
文
学
」
史
論

を
構
築
し
よ
う
と
試
み
た
。
「
佐
藤
春
夫
氏
の
「
女
誠
扇
締
謂
」
」
は
、
こ
の
「
華
麗
島
文
学
志
」
の
一
部
を
な
す
も
の
と
し
て
発
表
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

(7
) 

こ
の
島
田
論
文
の
争
点
は
、
「
女
誠
扇
締
語
」
を
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
、と
明
確
化
し
た
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
「
女
誠
扇
締
諌
」
は
南
国
で
あ
る
台
湾
の
、
異
国
性
を
存
分
に
描
い
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
、
島
田
論
文
以
降
確
定
さ
れ

て
し
ま
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
強
く
批
判
し
た
の
は
、
藤
井
省
三
「
大
正
文
学
と
植
民
地
台
湾
｜
佐
藤
春
夫
「
女
誠
扇
締
語
」
」
（
以
下
、
藤
井
論
文
）

る
。
実
際
、
島
田
論
文
以
降
、
「
女
誠
扇
締
諌
」
を
単
独
で
扱
っ
た
研
究
は
ほ
ぼ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
状
況
に
あ
り
、
触
れ
ら
れ
る
と
し
て

も
ま
ず
「
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
」
と
い
う
枕
が
付
い
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
藤
井
論
文
に
よ
る
、
「
島
田
論
文
が

「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
に
基
づ
く
評
価
観
を
確
定
さ
せ
た
」
と
い
う
指
摘
は
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
「
女
誠
扇
締
諌
」
が
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
の
前
に
あ

る
、
こ
の
と
き
、
島
田
論
文
は
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
を
ど
う
い
う
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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島
田
論
文
は
、
「
女
誠
扇
締
語
」
の
素
材
と
そ
の
扱
い
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
そ
の
紀
行
乃
至
写
生
文
は
平
明
酒
脱
な
伝
統
的
な
も
の
で
な
く
、
作
者
に
特
有
な
詩
魂
の
】
可

U
g
o
を
以
て
貫
い
た
艶
冶

極
ま
る
異
国
情
調
文
学
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
即
ち
そ
の
素
材
は
真
夏
の
熱
帯
の
自
然
と
い
ひ
、
支
那
系
統
の
文
化
と
い
ひ
、

こ
と
ご
と
く
そ
れ
ま
で
日
本
的
伝
統
（
風
雅
）
と
考
え
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
の
将
外
に
立
っ
て
、
或
は
灼
熱
、
或
は
荒
廃
、
或
は
魂
麗
、

或
は
練
、
秒
、い
づ
れ
も
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
審
美
感
の
未
だ
十
分
親
熱
し
て
ゐ
な
い
も
の
を
持
っ
て
来
て
、
我
ら
の
詩
境
を
は
る
か
に

拡
め
、
わ
れ
ら
の
感
性
の
処
女
地
に
鍬
を
入
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
部
分
に
代
表
さ
れ
る
島
田
論
文
の
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
観
と
は
、
「
日
本
性
の
欠
知
」
に
対
す
る
反
応
で
あ
る
。
「
日
本
」
と
は
違

う
部
分
、
「
日
本
」
と
は
相
容
れ
な
い
部
分
へ
の
視
線
を
総
じ
て
島
田
論
文
で
は
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
の
対
象
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

故
に
、
「
台
湾
」
を
舞
台
に
「
台
湾
」
を
巡
る
物
語
言
説
を
展
開
し
て
い
る
時
点
で
、
「
女
誠
扇
締
謹
」
は
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
の
テ
ク
ス

ト
に
確
定
し
て
し
ま
う
の
だ
。
島
田
論
文
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
「
旅
行
者
」
の
内
地
人
で
あ
る
（
つ
ま
り
台
湾
と
は
何
の
つ
な
が
り
も
も

た
な
い
）
佐
藤
春
夫
の
手
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
は
、
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
し
か
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
’
「
エ

キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
の
テ
ク
ス
ト
と
評
価
す
る
こ
と
が
、
「
女
誠
扇
締
譜
」
を
庇
め
る
評
価
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
島
田
論

文
が
一
貫
し
て
「
女
誠
扇
締
諌
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
島
田
論
文
は
、
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
と
は
日

本
人
｜
内
地
人
が
「
台
湾
」
を
描
く
上
で
の
不
可
避
の
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
そ
れ
自
体
は
評
価
の
対
象

に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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島
田
論
文
は
、
そ
の
最
後
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
。

（
前
略
）
更
に
ま
た
台
湾
の
内
地
人
文
学
と
し
て
、
こ
の
名
品
は
あ
と
に
も
さ
き
に
も
類
の
な
い
絶
品
で
あ
る
が
、
後
来
今
日
の
読

者
と
し
て
は
、
こ
れ
を
乗
り
こ
え
た
新
ら
し
き
作
家
が
続
出
し
、
旅
行
者
と
し
て
見
た
台
湾
以
外
に
、
こ
こ
に
根
を
お
ろ
し
た
生
活
を

根
抵
か
ら
剃
扶
し
た
よ
う
な
散
文
物
語
、
例
せ
ば
何
日
。FR
e
。
ロ
夫
人
や
r
s

冨
ω
2
5

同
や
の
外
地
小
説
と
肩
を
並
べ
る
逸
品
が
腫

を
接
し
て
現
は
れ
ん
こ
と
を
華
麗
島
文
学
の
た
め
に
希
望
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。

島
田
の
志
向
し
て
い
た
「
外
地
文
学
」
は
、
台
湾
の
内
地
人
作
家
文
学
を
対
象
と
し
て
い
た
。
故
に
「
女
誠
扇
締
謂
」
は
厳
密
に
は
「
外

地
文
学
」
と
は
い
え
ず
、
そ
の
た
め
島
田
論
文
で
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
が
強
調
き
れ
も
し
た
の
で
あ
る
。
島
田
論
文
が
こ
こ
で
要
求
し
て

い
る
「
新
し
き
作
家
」
と
は
、
「
外
地
文
学
」
を
支
え
る
べ
き
作
家
で
あ
り
、
「
旅
行
者
」
と
区
別
さ
れ
た
存
在
｜
在
台
内
地
人
作
家
の
こ
と

で
、
そ
の
彼
ら
に
期
待
し
て
い
る
「
こ
こ
に
根
を
お
ろ
し
た
生
活
を
根
抵
か
ら
刻
扶
し
た
よ
う
な
」
テ
ク
ス
ト
と
は
、
在
台
内
地
人
作
家
に

よ
る
、
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
か
ら
離
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
指
し
て
い
る
。
島
田
論
文
で
は
、
「
女
誠
扇
締
諌
」
を
評
価
し
つ
つ
、
そ
の
「
エ
キ

ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
か
ら
離
れ
た
文
学
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
と
は
「
旅
行
者
」
つ
ま

り
「
台
湾
」
の
外
部
の
立
場
の
観
点
で
あ
り
、
「
台
湾
」
内
部
の
立
場
の
観
点
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
島
田
論
文
は
、
「
女
誠
扇
締
語
」
論
で
あ
る
一
方
で
、
「
外
地
文
学
」
前
史
を
語
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

こ
の
と
き
、
「
女

誠
扇
締
謂
」
は
「
日
本
文
学
」
か
ら
「
台
湾
」
と
い
う
場
所
で
独
自
に
成
長
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
「
外
地
文
学
」
に
接
続
す
る
、
出
発
点
の

テ
ク
ス
ト
と
い
う
評
価
が
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
島
田
論
文
が
「
女
誠
扇
締
諌
」
を
「
台
湾
」
か
ら
切
り
離
し
、
在
台
内
地
人
作
家
に
「
女
誠
扇
締
語
」
を
乗

り
こ
え
て
ほ
し
い
、

と
い
う
期
待
を
表
明
し
た
こ
と
が
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
の
台
湾
に
お
け
る
位
置
付
け
が
変
容
し
始
め
る
、そ
の
こ
と
を

象
徴
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
賛
美
す
る
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
「
女
誠
扇
締
諦
」
が
、
島
田
論
文
に
よ
っ
て
詳
細
に
解
釈
さ
れ
、
「
内
地
人
」

共
有
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
「
旅
行
者
」
と
い
う
外
部
の
テ
ク
ス
ト
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絶
対
的
な
も
の
か
ら
相
対
的
な
も
の

に
変
わ
り
始
め
た
の
で
あ
る
。
在
台
内
地
人
作
家
は
、
「
女
誠
扇
締
諌
」
に
憧
れ
る
の
で
は
な
く
、
受
容
し
、
批
評
し
、
乗
り
こ
え
よ
う
と
、

積
極
的
な
接
近
を
試
み
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
在
台
内
地
人
作
家
に
よ
る
、
旅
行
者
作
家
と
在
台
内
地
人
作
家
の
区
別
の
意
識
化

の
表
れ
で
あ
り
、
旅
行
者
作
家l
l
中
央
文
壇
の
作
家
に
対
す
る
植
民
地
l

周
辺
の
地
方
作
家
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
故
の
反
発
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

島
田
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
在
台
内
地
人
作
家
に
潜
在
し
て
い
た
思
い
を
「
女
誠
扇
締
謂
」
へ
向
け
て
表
面
化
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
し
て

機
能
し
た
の
だ
。

五

西
川
満
「
赤
骸
記
」
の
試
み

そ
の
「
女
誠
扇
締
諌
」
へ
の
接
近
の
中
で
最
も
挑
戦
的
で
あ
っ
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
西
川
満
の
「
赤
骸
記
」
を
挙
げ
た
い
。

先
に
「
文
芸
台
湾
』
の
編
集
発
行
人
と
し
て
指
摘
し
た
西
川
満
は
、
自
身
、
詩
人
・
作
家
と
し
て
台
湾
文
壇
で
活
躍
し
て
い
た
。
当
時
の

台
湾
文
壇
は
、
良
く
も
悪
く
も
こ
の
西
川
満
を
中
心
に
動
い
て
い
た
と
言
え
る
。
二
誌
競
合
期
を
現
出
き
せ
る
契
機
と
な
っ
た
『
文
芸
台

湾
』
を
立
ち
上
げ
た
の
も
西
川
で
あ
り
、
そ
の
後
分
裂
し
た
「
台
湾
文
学
」
が
一
貫
し
て
批
判
を
続
け
、
彼
ら
の
ア
ン
チ
・
シ
ン
ボ
ル
だ
っ

た
の
も
西
川
な
の
で
あ
る
。
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そ
の
よ
う
な
西
川
が
、
ま
だ
「
台
湾
文
学
』
分
裂
前
の
一
九
四O
年
末
、
初
期
の
『
文
芸
台
湾
』
で
発
表
し
た
の
が
「
赤
厳
記
」
で
あ

る
。
西
川
の
代
表
作
と
い
わ
れ
る
こ
の
「
赤
最
記
」
は
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
の
影
響
を
強
く
受
け
、
あ
る
い
は
非
常
に
意
識
し
た
テ
ク
ス
ト

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、
先
行
研
究
で
も
常
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
構
想
の
類
似
性
に
ム

ω。
「
女
誠
扇
締
一
諦
」
と
同
じ
く
古
都
・
台
南
を

舞
台
に
し
、
そ
こ
で
主
人
公
の
「
私
」
が
謎
の
青
年
男
女
に
出
会
う
と
い
う
怪
異
的
な
経
験
を
し
た
後
、
再
ぴ
台
南
に
訪
れ
件
の
男
女
に
会

い
に
行
く
と
、
彼
ら
の
教
え
た
住
所
は
一
般
住
宅
で
は
な
く
鄭
氏
に
準
じ
た
家
臣
・
陳
氏
一
族
を
肥
る
廟
で
あ
っ
た
、と
い
う
展
開
、
探
偵

小
説
を
模
し
た
よ
う
な
謎
解
き
を
展
開
し
な
が
ら
最
後
に
謎
解
き
を
放
棄
す
る
主
人
公
の
在
り
方
な
ど
が
共
通
し
て
い
る
、
と
い
、
7

ょ
、
フ
な

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

事
実
、
西
川
が
佐
藤
春
夫
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
戦
後
に
な
っ
て
新
垣
そ
の
他
の
作
家
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
「
赤
蔽
記
」

-29ー

が
「
女
誠
扇
締
諌
」
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
「
赤
最
記
」
の
取
材
・
調
査
に
は
、
そ
の
新
垣
が
協
力
し
て
い
た
。
西
川
は
『
文
芸
台
湾
』
第
一
巻
第
二
号
（
一
九
四
O
年
一

月
）
の
「
古
都
台
南
を
語
る
」
と
い
う
西
川
・
新
垣
と
前
嶋
信
次
の
鼎
談
で
、
台
南
見
物
の
案
内
を
新
垣
に
求
め
て
い
る
と
述
べ
、
「
赤
最

記
」
発
表
前
後
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
掲
載
の
随
筆
「
赤
蔽
の
街
を
歩
い
て
」
で
は
、
「
赤
蔽
記
」
の
「
陳
氏
家
廟
」
の
場
面
は
、
新
垣
の

調
査
報
告
を
も
と
に
空
想
し
て
書
い
た

と
し
て
い
る
。

こ
の
西
川
が
新
垣
の
調
査
に
頼
っ
た
こ
と
は
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
西
川
は
自
他
共
に
認
め
る
、
実
証
よ
り
空
想
を
、
実
地
調
査
よ
り

書
籍
か
ら
の
抽
象
的
な
知
識
を
喜
ぶ
タ
イ
プ
の
作
家
で
あ
っ
た
。
故
に
、
「
女
誠
扇
締
譜
」
の
よ
う
に
「
在
地
の
伝
説
や
言
い
伝
え
を
取
り

込
み
つ
つ
」
、
「
実
景
を
物
語
空
間
に
書
き
込
む
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
手
法
を
選
ぶ
と
き
、
前
者
は
得
意
だ
が
後
者
は
全
く
不
得
手
で
あ
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（
日
）

っ
た
。

こ
こ
で
、

そ
の
西
川
の
不
備
を
補
う
に
最
適
な
人
物
が
新
垣
宏
一
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
は
か
つ
て
「
女
誠
扇

締
語
」
の
追
跡
者
で
あ
っ
た
新
垣
か
ら
の
影
響
が
及
ぶ
こ
と
で
も
あ
り
、
「
女
誠
扇
締
語
」
と
「
赤
蔽
記
」
の
接
近
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
こ
こ
で
「
赤
最
記
」
と
「
女
誠
扇
締
謹
」
と
の
関
係
を
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。
「
旅
行
者
」
の
内
地
人
に
よ
る
台
南
の
怪
異
語

が
、
そ
れ
を
強
く
意
識
し
て
い
る
在
台
内
地
人
に
よ
っ
て
再
び
描
か
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
重
な
り
、ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
の

で
あ
ろ
、
フ
か
。

「
女
誠
扇
締
諌
」
の
物
語
時
空
を
眺
め
る
と
き
、
そ
こ
に
充
満
し
て
い
る
の
は
、
登
場
人
物
、
そ
し
て
台
湾
と
い
う
場
所
そ
の
も
の
が
抱

え
て
い
る
「
不
安
定
き
」
と
「
唆
昧
き
」
で
あ
る
。
内
地
で
食
い
詰
め
て
台
湾
へ
渡
っ
て
き
た
「
私
」
、日
本
統
治
下
で
は
無
用
の
存
在
で

あ
る
読
書
人
の
世
外
民
、
恋
愛
の
自
己
決
定
権
を
持
て
な
い
本
島
人
の
下
牌
。
彼
ら
は
、
未
だ
「
日
本
」
な
の
か
「
支
那
」
な
の
か
、
「
台

湾
」
で
あ
る
の
か
さ
え
は
っ
き
り
し
な
い
場
所
で
、
根
無
し
草
の
よ
う
に
暮
ら
し
、
或
い
は
死
を
選
ぴ
、
或
い
は
酒
に
逃
げ
、
或
い
は
日
本

へ
帰
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
の
「
赤
蔽
記
」
の
時
空
は
、
奇
妙
な
く
ら
い
「
安
定
」
し
て
い
る
。
主
人
公
「
私
」
は
自
分
が
台
湾
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
一
片
の

疑
問
も
示
き
な
い
内
地
人
で
、
謎
の
青
年
男
女
も
戦
時
下
の
台
湾
で
あ
る
と
は
思
、
え
な
い
ほ
ど
、
時
局
に
無
関
心
な
ま
ま
、
台
南
の
歴
史
物

語
に
没
頭
し
て
い
る
。

「
女
誠
扇
締
謂
」
は
台
南
を
舞
台
に
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
も
の
の
、
登
場
人
物
の
本
名
、
地
名
な
ど
が
微
妙
に
ぽ
や
か
き
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
新
垣
を
モ
デ
ル
調
査
へ
と
駆
り
立
て
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
、
「
赤
蔽
記
」
で
は
「
私
」
の
本
名
が
最
後
に
は
明
か
さ
れ
（
そ
し

て
そ
れ
は
作
者
西
川
と
同
名
な
の
だ
が
）
、
地
名
は
住
所
番
地
ま
で
正
確
に
指
示
さ
れ
る
。
「
女
誠
扇
締
語
」
で
は
中
途
か
ら
登
場
人
物
た
ち (147) -30ー



が
何
語
で
話
し
て
い
る
の
か
あ
や
ふ
や
に
な
る
の
に
対
し
て
、
「
赤
最
記
」
で
は
い
ち
い
ち
日
本
語
で
、
北
京
語
で
、
台
湾
語
で
、
と
主
主
り

ん
と
示
き
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
の
不
安
定
き
・
暖
昧
き
に
対
し
て
、
「
赤
飯
記
」
の
安
定
き
・
明
確
き
は
際
だ
っ
て
い
る
。
女
誠
扇
締
語

の
「
私
」
は
常
に
迷
い
・
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
に
、
赤
蔽
記
の
私
に
は
そ
れ
が
一
切
見
ら
れ
な
い
の
だ
。

こ
の
差
異
を
、
ま
ず
双
方
の
物
語
内
部
の
時
間
か
ら
考
え
て
み
る
。

「
女
誠
扇
締
謂
」
の
時
間
は
、
文
中
か
ら
、一
九
一
七
年
前
後
の
時
期
と
考
え
ら
札
初
。
こ
の
時
期
は
、
台
湾
で
抗
日
武
力
闘
争
が
諦
め

ら
れ
、
穏
健
的
な
権
利
闘
争
に
シ
フ
ト
し
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
中
国
大
陸
で
の
改
革
運
動
の
影
響
で
、
中
国
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
基
づ
い
た
民
族
運
動
が
始
ま
る
一
方
、
総
督
府
の
統
治
方
針
が
同
化
政
策
に
一
元
化
し
、
台
湾
の
「
日
本
化
」
も
本
格
的
に
始
ま
る

と
い
う
、
台
湾
内
部
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
所
在
を
巡
る
揺
れ
が
非
常
に
激
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。

（
日
）

「
赤
蔽
記
」
の
時
間
は
、
確
定
は
出
来
な
い
が
お
そ
ら
く
一
九
四
O
年
頃
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
日
中
戦
争
の
戦
時
下
で
、
そ
し
て
き
ら

な
る
大
戦
争
の
予
感
と
、
日
本
の
南
進
政
策
を
き
っ
か
け
に
台
湾
の
南
進
基
地
化
が
叫
ば
れ
た
時
期
で
あ
り
、
同
化
が
一
層
強
化
さ
れ
た
皇

民
化
政
策
が
実
施
さ
れ
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
「
女
誠
扇
締
謹
」
の
不
安
定
き
・
暖
味
き
は
、
時
代
状
況
の
反
映
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
当
時
の
台
湾
の
人
々
は
、
皆
日
本

統
治
下
と
い
う
環
境
に
ど
こ
か
食
い
違
い
を
感
じ
て
い
た
わ
け
で
、
「
女
誠
扇
締
譜
」
は
そ
の
よ
う
な
人
々
の
心
情
を
見
事
に
す
く
い
取
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

「
赤
般
記
」
の
安
定
き
と
明
確
き
は
、
「
植
民
地
」
と
い
う
不
確
か
な
場
所
を
皇
民
化
政
策
と
「
日
本
統
治
」
と
い
う
論
理
で
覆
い
隠
じ
た

上
で
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
「
日
本
化
」
が
過
剰
に
あ
ふ
れ
出
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い
え
る
。

で
は
、
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何
故
「
赤
蔽
記
」
で
は
過
剰
な
ま
で
の
「
日
本
化
」
描
写
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

在
台
内
地
人
作
家
、
特
に
西
川
や
新
垣
の
よ
う
な
外
地
二
世
に
相
当
す
る
作
家
に
は
、
そ
の
目
標
が
「
中
央
文
壇
」
な
の
か
「
台
湾
文

壇
」
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
つ
き
ま
と
い
続
け
て
い
た
。

西
川
は
、
「
文
芸
台
湾
」
「
台
湾
文
学
』
競
合
期
を
通
じ
て
「
台
湾
文
学
』
側
か
ら
批
判
さ
れ
続
け
た
人
物
だ
が
、
そ
の
主
要
な
批
判
の
一

つ
が
、
西
川
の
「
中
央
志
向
」
で
あ
っ
た
。
「
台
湾
文
学
』
側
か
ら
、
西
川
は
台
湾
文
壇
を
中
央
進
出
の
た
め
の
踏
み
台
に
し
よ
う
と
し
て

し、

る

と
い
う
批
判
が
常
に
続
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
西
川
の
よ
う
な
在
台
内
地
人
作
家
に
と
っ
て
、
自
身
が
「
日
本
文
学
」
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
あ
る
以
上
、
目
的
地

が
中
央
文
壇
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
台
湾
文
壇
の
中
心
人
物
で
も
あ
っ
た
西
川
は
、
自
分
が
中
央
で

は
「
台
湾
文
壇
の
西
川
」
と
し
て
し
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。
故
に
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
西
川
が
「
中
央
」
と

「
台
湾
」
の
狭
間
で
揺
れ
る
こ
と
は
必
死
で
あ
っ
た
の
だ
。
作
家
と
し
て
の
西
川
の
位
置
付
け
は
不
安
定
で
暖
昧
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
自
分
自
身
の
不
安
定
さ
・
暖
昧
き
が
、
赤
蔽
記
の
安
定
さ
と
明
確
さ
を
導
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
不
安
定
さ
と
暖
味

き
を
覆
い
隠
し
、
作
家
と
し
て
の
自
己
を
示
す
た
め
に
、
赤
最
記
の
時
空
を
「
日
本
化
」
で
描
き
つ
く
し
、
安
定
き
せ
明
確
な
も
の
に
し
た

の
で
は
な
い
か
。

過
剰
な
「
日
本
化
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、
「
赤
骸
記
」
を
初
め
、
西
川
の
小
説
テ
ク
ス
ト
は
日
本
帝
国
主
義
体

制
に
迎
合
的
な
も
の
と
し
て
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
「
赤
骸
記
」
の
時
空
に
は
た
し
か
に
当
時
の
深
刻
な
植
民
地
台
湾
の
矛
盾
や
葛

藤
が
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
く
描
か
れ
な
い
、と
い
う
こ
と
が
逆
に
台
湾
が
矛
盾
や
葛
藤
を
内
包
し
て
い
る
場
所
で

あ
る
こ
と
を
、
逆
説
的
に
告
発
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
と
き
「
女
誠
扇
締
語
」
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
作
者
で
あ
る
佐
藤
春
夫
は
紛
れ
も
な
い
日
本
人
の
、
日
本
文
学
史
上
の
重
要

作
家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
安
定
し
は
っ
き
り
し
た
位
置
に
立
つ
春
夫
に
と
っ
て
、
「
他
者
」
で
あ
る
台
湾
の
不
安
定
き
・
唆
昧
き
を
描
く

こ
と
で
、
自
分
自
身
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
き
ら
き
れ
る
心
配
な
ど
当
然
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
赤
最
記
」
の
最
大
の
特
徴
は
、
「
歴
史
」へ
の
強
烈
な
希
求
で
あ
る
。

「
赤
最
記
」
の
「
私
」
は
、
台
南
で
出
会
っ
た
男
女
の
示
唆
か
ら
、
鄭
氏
の
歴
史
が
語
ら
れ
て
い
る
江
日
昇
の
『
台
湾
外
記
』
と
、
陳
迂

谷
の
詩
集
「
倫
関
駅
」
を
読
む
こ
と
で
、
鄭
成
功
の
孫
に
当
た
る
鄭
克
〈
整
〉
を
主
人
公
と
し
た
歴
史
物
語
の
語
り
手
に
成
り
代
わ
る
。

こ
の
と
き
「
私
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
「
鄭
氏
の
歴
史
」
は
、
主
に
「
私
」
に
よ
る
『
台
湾
外
記
』
の
講
釈
と
し
て
進
む
の
だ
が
、

中
に
、
「
私
」
の
語
り
が
紛
れ
込
ん
で
く
る
。

（
前
略
）
祖
父
の
母
は
日
本
人
で
、
そ
れ
が
祖
父
一
代
の
唯
一
の
自
慢
だ
っ
た
と
云
ふ
。
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
俺
の
五
尺
の
体
内
に

も
脈
脈
と
し
て
日
本
の
血
が
流
れ
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
。
こ
の
血
を
い
と
ほ
し
め
、
こ
の
血
の
命
ず
る
ま
ま
南
方
に
進
む
の
だ
。

（
前
略
）い
や
、
自
分
に
は
使
命
が
あ
る
。
高
度
国
防
国
家
の
建
設
を
急
務
と
す
る
今
日
、
個
人
の
自
由
や
平
安
を
か
へ
り
み
て
ゐ

る
場
合
で
は
な
い
。

こ
の
引
用
は
、
鄭
克
〈
整
〉
の
一
人
語
り
の
部
分
で
あ
る
が
、
当
然
『
台
湾
外
記
』
に
は
こ
の
よ
う
な
台
詞
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の

（
問
）

明
ら
か
に
当
時
の
南
方
共
栄
圏
構
想
の
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、

鄭
克
〈
整
〉
の
独
自
は
、

つ
ま
り
語
り
手
に
回
っ
た
「
私
」

そ
の
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は

こ
こ
で
鄭
克
〈
墾
〉
に
も
「
日
本
」
を
背
負
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、そ
し
て
「
日
本
人
」
の
血
統
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
で
、
皇
民
化

し
た
台
湾
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
、
「
鄭
氏
」
の
存
在
は
日
本
統
治
期
の
台
湾
に
お
い
て
、
非
常
に
微
妙
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
鄭
成
功
は
台
湾
の
解
放
者
と

し
て
英
雄
・
神
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
鄭
氏
一
族
に
、
日
本
人
の
血
が
流
れ
て
い
る
、
と
い
う
因
子
は
、
領
台
当
初
か
ら
利
用
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
顕
著
な
例
は
、
台
南
市
街
に
あ
る
鄭
成
功
が
把
ら
れ
て
い
る
延
平
郡
王
嗣
の
開
山
神
社
へ
の
改
易
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
台
湾
で
の
最
大
の
官
幣
大
社
で
あ
る
台
北
の
台
湾
神
社
建
立
（
一
九
O
O
年
）
よ
り
も
早
く
、
領
台
直
後
の
一
八
九
七
年
に
す
で
に
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
「
日
本
」
と
は
無
縁
に
語
ら
れ
て
き
た
は
ず
の
「
鄭
氏
の
物
語
」
は
、
鄭
成
功
が
日
本
人
の
母
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
手
が
か
り
に
、
「
私
」
に
よ
っ
て
「
日
本
の
物
語
」
に
書
き
替
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
書
き
替
え
に
よ
っ
て
、
在
台

内
地
人
は
「
台
湾
の
歴
史
物
語
」
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
るl
内
地
人
が
台
湾
を
「
故
郷
」
化
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
「
鄭
氏
の
物
語
」
が
台
南
と
い
う
一
都
市
の
、
半
世
紀
足
ら
ず
の
歴
史
で
し
か
な
い
こ
と
は
隠
蔽
さ
れ
、
「
台
湾
大
の
歴
史
｜

正
史
」
に
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
拡
大
解
釈
さ
れ
て
い
く
。

ま
た
、
本
来
「
正
史
」
の
扱
い
で
は
な
い
「
台
湾
外
記
』
と
、
歴
史
書
で
す
ら
な
い
『
倫
閑
集
』
が
相
互
補
完
的
に
、
「
日
本
人
性
を
尊

重
す
る
」
鄭
克
〈
整
〉
を
正
統
視
す
る
「
物
語
内
歴
史
観
」
を
形
成
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
赤
蔽
記
」
は
「
台
湾
の
歴
史
」
を

「
日
本
」
へ
す
り
あ
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
、
「
女
誠
扇
締
語
」
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
「
女
誠
扇
締
語
」
の
「
私
」
は
、
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蘭
人
の
壮
図
、
鄭
成
功
の
雄
志
、
新
し
く
は
ま
た
劉
永
福
の
野
望
の
末
路
も
皆
こ
の
一
港
市
に
関
連
し
て
ゐ
る
と
言
っ
て
も
差
支
な
い

の
だ
が
、
私
は
こ
こ
で
そ
れ
を
説
か
う
と
も
思
は
な
い
し
、
ま
た
好
古
家
で
且
詩
人
た
る
世
外
民
な
ら
知
ら
な
い
こ
と
、
私
に
は
出
来

さ
う
も
な
い
。

と
語
り
、
そ
も
そ
も
「
台
湾
の
歴
史
」
に
関
心
を
示
き
な
い
の
で
あ
る
。

「
台
湾
の
歴
史
」
を
「
日
本
」へ
す
り
あ
わ
せ
て
い
く
と
い
う
「
赤
蔽
記
」
の
姿
勢
は
、
や
は
り
帝
国
主
義
支
配
の
所
産
で
あ
り
、
そ
れ

自
体
は
批
判
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
あ
え
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
赤
最
記
」
が
「
女
誠
扇
締
諦
」
へ
挑
戦
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し
て
い
く
上
で
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
が
触
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
「
台
湾
の
歴
史
」
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
も
や
は
り
、
「
内
地
｜
中
央
文
壇
」
と
、
「
周
辺
l

台
湾
文
壇
」
と
の
狭
間
で
、
そ
の
双
方
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
距
離
を
保
つ
べ
き

か
を
模
索
し
続
け
て
い
る
在
台
内
地
人
作
家
の
苦
悩
の
反
映
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
女
誠
扇
締
謂
」
が
関
心
を
持
つ
必
要
も

な
か
っ
た
「
台
湾
の
歴
史
」
に
、
「
赤
蔽
記
」
は
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
ず
、
そ
し
て
そ
こ
に
介
入
し
て
い
こ
う
と
い
う
乱
暴
な
手
段
を
と

ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
中
央
」
と
「
周
辺
」
と
い
う
関
係
性
か
ら
自
由
に
な
り
得
な
か
っ
た
植
民
地
二
世
た
ち
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
揺
れ
の
表
現
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
「
赤
骸
記
」
は
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
へ
挑
戦
す
る
こ
と
で
、

日
本
統
治
下

の
台
湾
の
矛
盾
に
当
事
者
と
し
て
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
産
物
な
の
だ
。

台
湾
の
矛
盾
・
葛
藤
を
隠
蔽
し
、
「
日
本
」
へ
す
り
ょ
せ
る
方
向
に
進
ん
だ
「
赤
骸
記
」
は
、
た
し
か
に
問
題
が
多
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
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批
判
を
受
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
赤
最
記
」
は
、
「
他
者
」
の
立
場
か
ら
台
湾
を
描
い
た
「
女
誠
扇
締
謂
」
よ
り
も
、



ず
っ
と
困
難
な
立
場
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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ノ、

ま
と
め
に
か
え
て

日
本
語
文
学
最
盛
期
の
台
湾
文
壇
の
在
台
内
地
人
た
ち
に
と
っ
て
、
「
女
誠
扇
締
謹
」
は
「
他
者
」
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る

も
の
に
な
っ
て
い
た
。

例
え
ば
、
新
垣
は
「
赤
蔽
記
」
以
後
も
度
々
「
女
誠
扇
締
謂
」
に
触
れ
て
い
る
が
、
「
赤
蔽
記
」
を
境
に
し
た
新
垣
の
「
女
誠
扇
締
譜
」

評
価
は
次
の
よ
う
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
た
。
『
文
芸
台
湾
』
第
五
巻
第
五
号
（
一
九
四
三
年
）

の
「
台
南
地
方
文
学
座
談
会
」
の
中
で
、

台
南
に
な
じ
み
深
い
作
家
の
代
表
と
し
て
最
初
に
発
言
を
求
め
ら
れ
た
新
垣
は
、
こ
の
よ
う
に
語
り
始
め
て
い
る
。

新
垣

台
南
と
云
へ
ば
、
先
づ
思
ひ
だ
す
の
は
佐
藤
春
夫
の
「
女
誠
扇
締
諌
」
で
す
ね
。
こ
れ
は
た
し
か
に
傑
作
で
す
。
私
も
台
南
に

き
た
頭
初
は
、
現
実
の
女
誠
扇
締
請
の
街
を
探
し
て
、
こ
の
小
説
の
持
っ
て
ゐ
る
雰
囲
気
を
味
は
う
と
し
た
り
、
銃
楼
の
家
な
ど

に
つ
い
て
二
三
考
証
的
な
も
の
を
書
い
た
り
し
ま
し
た
。
当
時
は
か
う
し
た
「
女
誠
扇
締
謂
」
の
や
う
な
美
し
き
に
眼
を
向
け
る

人
が
少
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
先
づ
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
う
思
っ
た
の
で
す
。
が
長
ら
く

台
南
に
住
ん
で
、
こ
れ
を
何
度
か
読
み
か
へ
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
台
南
の
文
学
は
か
う
し
た
テl
マ
を
取
扱
ふ
だ
け
で
よ
い
も
の

か
ど
う
か
と
云
ふ
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
出
し
て
来
た
の
で
す
。

新
垣
の
「
女
誠
扇
締
謂
」
へ
の
評
価
は
、
明
ら
か
に
以
前
の
賛
美
か
ら
、
島
田
論
文
が
提
唱
し
た
「
乗
り
こ
え
る
対
象
」
へ
と
シ
フ
ト
し
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（
四
）

て
い
る
。
新
垣
は
台
南
を
舞
台
に
し
た
小
説
も
何
作
か
発
表
し
て
い
る
が
、
自
ら
台
南
を
語
る
立
場
と
な
る
中
で
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
と
、

そ
れ
が
代
表
す
る
「
中
央
」
へ
の
反
発
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
よ
、
フ
に
、
日
本
語
文
学
最
盛
期
に
お
い
て
、
「
女
誠
扇
締
謹
」
は
「
他
者
」
の
位
置
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
在
台
内
地
人
作

家
の
「
不
安
」
や
「
揺
れ
」
を
あ
ぶ
り
出
す
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

在
台
内
地
人
作
家
に
と
っ
て
、
台
湾
を
拠
点
に
文
学
活
動
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
身
の
糧
で
あ
る
と
同
時
に
制
約
で
も
あ
っ
た
。
内

地
人
で
あ
る
彼
ら
は
中
央
文
壇
の
存
在
を
意
識
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
が
、だ
か
ら
と
い
っ
て
、
台
湾
内
部
か
ら
自
分
た
ち
に
向
け

ら
れ
る
批
判
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
台
湾
に
根
ざ
し
て
も
い
た
の
だ
。

だ
か
ら
、
「
日
本
語
文
学
」
期
の
活
況
は
、
在
台
内
地
人
作
家
に
、
文
学
活
動
の
可
能
性
を
感
じ
き
せ
る
と
共
に
限
界
も
示
唆
し
た
こ
と

に
な
る
。
中
央
に
も
走
れ
ず
台
湾
に
も
逃
げ
こ
め
な
い
、
と
い
う
点
で
、
在
台
内
地
人
作
家
達
も
ま
た
、
日
本
と
台
湾
の
狭
間
に
あ
っ
た
の
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で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
内
地
人
で
あ
る
と
い
う
時
点
で
彼
ら
は
台
湾
に
お
い
て
は
抑
圧
者
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ

て
在
台
内
地
人
作
家
の
苦
悩
だ
け
を
主
張
す
る
の
は
乱
暴
で
あ
る
。
既
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
台
湾
文
壇
に
お

け
る
最
大
の
問
題
点
は
、
「
被
支
配
者
」
で
あ
る
本
島
人
作
家
の
苦
悩
に
あ
る
か
ら
だ
。

こ
こ
で
、
本
島
人
作
家
に
よ
る
「
女
誠
扇
締
語
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
興
味
深
い
と
い
う
べ
き
か
、
当
然
と
い
う
べ

き
か
、
本
島
人
作
家
で
「
女
誠
扇
締
謂
」
、ひ
い
て
は
佐
藤
春
夫
の
台
湾
関
連
テ
ク
ス
ト
に
触
れ
た
人
物
は
ま
ず
存
在
し
て
い
な
い
。
彼
ら

に
と
っ
て
は
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
は
特
別
な
テ
ク
ス
ト
で
は
な
く
、
他
の
「
日
本
文
学
」
テ
ク
ス
ト
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

本
島
人
の
彼
ら
に
、
在
台
内
地
人
が
抱
い
た
よ
う
な
か
た
ち
の
「
不
安
」
や
「
揺
れ
」
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
た
だ
も
ち
ろ
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ん
、
彼
ら
に
は
「
被
支
配
者
」
で
あ
る
が
故
の
、
次
元
の
異
な
る
困
難
と
苦
悩
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
本
島
人
作
家
た
ち
の
問
題
に
触
れ
ず
、
在
台
内
地
人
作
家
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
形
で
論
じ
る
と
き
、
「
支
配
者
」
側
の
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人
聞
の
弁
護
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
発
を
受
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
回
在
台
内
地
人
作
家
た
ち
を
問
題
に
し
た

の
は
、
彼
ら
の
「
支
配
者
」
性
を
擁
護
し
た
り
、
そ
の
責
任
を
転
嫁
さ
せ
る
た
め
で
は
な
い
。

在
台
内
地
人
作
家
た
ち
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
考
え
た
の
は
、
彼
ら
の
「
不
安
」
や
「
揺
れ
」
に
立
ち
向
か
う
こ
と
な
く
、
た
だ
「
エ
キ

ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
「
中
央
志
向
」
「
支
配
者
」
と
い
う
タi

ム
で
押
し
込
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
戦
後
五
十
数
年
間
、
「
日
本
」
と
「
日
本
文
学
」

が
、
「
日
本
語
文
学
」
の
存
在
を
無
視
し
続
け
て
き
た
こ
と
と
結
局
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
タ
！

ム
に
当
て
は
め
ら
れ
、
周
辺
に
配
置
さ
れ
、
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
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そ
も
そ
も
、
台
湾
の
「
日
本
語
文
学
」
を
論
じ
る
と
き
、
「
他
者
性
」
の
問
題
と
は
、
「
台
湾
文
学
」
と
い
う
文
学
領
域
と
内
地
人
作
家
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
立
ち
上
が
っ
た
問
題
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
「
内
地
人
作
家
を
「
他
者
」
と
し
、
彼
ら
の
テ
ク
ス

ト
を
「
他
者
」
の
テ
ク
ス
ト
と
す
べ
き
か
、
否
か
。
」
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
る
。

結
果
的
に
、
台
湾
の
「
日
本
語
文
学
」
、そ
し
て
そ
れ
を
内
包
す
る
「
台
湾
文
学
」
と
い
う
文
学
領
域
は
現
在
、
内
地
人
作
家
と
そ
の
テ

ク
ス
ト
を
、
自
ら
の
も
の
と
し
て
引
き
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
台
湾
文
学
」
が
、
民
族
主
義
的
国
家
主
義
的
な
排
他
性
に
と
ら
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

そ
こ
に
「
台
湾
文
学
」
と
い
う
特
殊
な
文
学
領
域
の
将
来
へ
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
「
内
地
人
作
家
」
と
「
そ
の
テ
ク
ス
ト
」
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
た
も
の
が
、
果
た
し
て
等
質
な
も
の
な
の
か
、そ
の
内
実
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
旅
行
者
」
と
「
在
台
内
地
人
」
の
区
別
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
と
し
て
、
今
回
は
「
在
台
内
地
人
作
家
」
と

一
元
的
に
論
じ
て
し
ま
っ
た
が
、
当
然
な
が
ら
彼
ら
の
内
部
に
も
、
台
湾
へ
の
移
住
時
期
や
学
歴
、
一
世
・
二
世
と
い
っ
た
世
代
の
ズ
レ
な



ど
に
よ
っ
て
台
湾
と
の
距
離
感
に
差
異
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
個
別
に
と
ら
え
直
す
姿
勢
も
不
可
欠
で
あ
る
。

今
回
扱
っ
た
「
女
誠
扇
締
語
」
は
、
「
台
湾
文
学
」
が
そ
れ
を
自
ら
に
含
め
る
か
ど
う
か
を
議
論
す
る
ま
で
も
な
く
、
「
日
本
文
学
」
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
物
語
時
空
の
言
説
と
は
裏
腹
に
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
の
位
置
づ
け
は
非
常
に
堅
固
で
安
定
し
た
も
の
な
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
と
、
在
台
内
地
人
作
家
た
ち
の
テ
ク
ス
ト
を
同
じ
レ
ベ
ル
で
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

故
に
、
島
田
論
文
が
は
っ
き
り
き
せ
て
い
る
よ
う
に
、
「
女
誠
扇
締
謂
」
に
対
し
て
言
わ
れ
る
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
と
、
在
台
内
地
人

作
家
の
テ
ク
ス
ト
に
対
し
て
言
わ
れ
る
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
も
、
異
な
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
直
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
台
湾
の
「
日

本
語
文
学
」
を
論
じ
る
と
き
、
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
の
問
題
を
切
り
離
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
と
い
う
言

葉
・
概
念
が
先
行
し
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

眺
め
る
視
点
」
に
よ
る
も
の
、
の
ど
ち
ら
か
に
偏
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
視
点
の
狭
間
に
い
た
「
在
台
内
地
人
作
家
」
の
視
点
も
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こ
れ
ま
で
の
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
観
は
、
「
内
地
か
ら
の
ま
な
ざ
し
」
に
よ
る
も
の
か
、
本
島
人
作
家
の
立
場
か
ら
「
内
地
人
作
家
を

考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
は
内
地
か
ら
は
異
郷
の
住
人
と
さ
れ
、
台
湾
で
は
中
央
志
向
の
「
他
者
」
と
さ
れ
た
。
内
地
に
も
台
湾
に

も
、
ど
ち
ら
に
も
容
易
に
自
己
の
立
脚
点
を
見
い
だ
せ
な
い
と
い
う
点
で
、
彼
ら
も
ま
た
、
台
湾
で
文
学
活
動
を
す
る
上
で
「
不
安
」
に
つ

き
ま
と
わ
れ
て
い
た
の
だ
。

日
本
統
治
下
の
台
湾
で
、
内
地
入
と
本
島
人
と
で
は
、
そ
の
困
難
や
葛
藤
の
存
在
は
比
較
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
在
台

内
地
人
に
も
、
彼
ら
な
り
の
困
難
や
葛
藤
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

日
本
統
治
下
の
台
湾
は
ま
さ
に
「
赤
骸
記
」
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
「
日
本

化
」
の
覆
い
が
被
き
れ
た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
下
に
生
き
る
人
々
は
、
皆
そ
の
「
帝
国
の
論
理
」
に
振
り
因
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
台
湾
文
学
」
が
こ
の
時
台
湾
に
関
わ
っ
て
生
じ
た
テ
ク
ス
ト
を
全
て
引
き
受
け
て
い
く
な
ら
ば
、
在
台
内
地
人
作
家
と
そ
の
テ
ク
ス
ト
(138) 



へ
の
個
別
の
検
討
も
ま
た
避
け
て
は
通
れ
な
い
。

そ
し
て
、
「
台
湾
文
学
」
が
そ
の
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
と
き
、
「
日
本
文
学
」
は
一
体
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
「
台
湾
文
学
」
が
引

(137) 

き
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
「
日
本
語
文
学
」
は
「
日
本
文
学
」
で
あ
る
の
か
／
な
い
の
か
。
「
周
辺
に
整
理
し
、
放
置
」
す
る
こ
と
を
続
け

る
限
り
、
「
日
本
文
学
」
は
こ
の
事
態
に
向
き
合
う
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

「
女
誠
扇
締
語
」
受
容
の
行
方
は
、
「
日
本
文
学
」
が
日
本
の
周
辺
国
家
・
地
域
に
残
し
て
き
だ
「
日
本
語
文
学
」
と
の
関
係
の
行
方
を
問

う
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
日
本
語
文
学
」
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
き
た
「
日
本
文
学
」
の
、
「
近
代
国
民
文
学
」
と
し
て
持
つ
排

他
性
へ
の
重
要
な
聞
い
直
し
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
(1
) 
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東
照
市
と
の
再
会
、
訪
台
事
情
な
ど
は
春
夫
の
台
湾
関
連
テ
ク
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
か
の
一
夏
の
記
｜
と
ぢ
め
が
き
に
代
へ
て
」
（
一
九

三
六
年
刊
行
の
単
行
本
『
霧
社
」
所
収
）
を
参
照
し
た
。

佐
藤
春
夫
以
外
で
、
台
湾
を
舞
台
と
し
た
テ
ク
ス
ト
を
数
多
く
発
表
し
た
作
家
で
は
、
宮
崎
中
学
校
か
ら
旧
制
台
北
高
校
に
進
学
し
た
経
験

を
持
つ
中
村
地
平
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
北
原
白
秋
や
佐
多
稲
子
な
ど
が
訪
台
し
、
後
紀
行
文
を
発
表
し
て
い
る
。
「
日
本

統
治
期
台
湾
文
学
日
本
人
作
家
作
品
集
」
（
緑
蔭
書
房
一
九
九
八
）
別
巻
（
内
地
作
家
）
参
照
。

新
垣
宏
一
自
述
／
張
良
沢
訳
「
華
麗
島
歳
月
」
『
淡
水
牛
津
文
芸
』
第
七l
八
期
（
二
0
0
0

年
四
月
l

七
月
台
湾
）
参
照
。

「
佐
藤
春
夫
の
こ
と
」
（
『
台
湾
日
報
』
一
九
三
八
年
十
一
月
一
・
三
・
五
日
に
掲
載
）

「
悌
頭
港
記
」
（
『
台
湾
日
報
」
一
九
三
九
年
六
月
）

「
女
誠
扇
締
謂
と
台
南
の
町
」
（
『
台
湾
日
報
』
一
九
四

O
年
四
月
1

）

但
し
「
悌
頭
港
記
」
は
未
見
、
「
女
誠
扇
締
謂
と
台
南
の
町
」
も
国
立
成
功
大
学
図
書
館
所
蔵
分
（
全
六
回
掲
載
中
の
後
半
四
国
分
）
の

み
し
か
見
て
い
な
い
。

(3
) 

(4
) 



(5
) 

(6
) 

「
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
」
（
臨
川
書
店
）
の
「
女
誠
扇
締
謂
」
註
の
中
で
も
、
新
垣
の
記
事
は
資
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

島
田
謹
二
の
提
唱
し
た
「
外
地
文
学
」
の
枠
組
と
、
島
田
の
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
の
把
握
に
つ
い
て
は
藤
井
省
三
『
台
湾
文
学
こ
の
百

年
』
（
東
方
書
店
一
九
九
五
）
、
郎
若
山
「
「
女
誠
扇
締
謂
」
と
そ
の
系
譜
」
（
近
代
日
本
与
台
湾
検
討
会
発
表
論
文
二

0
0
0
）
、
橋

本
恭
子
「
島
田
謹
二
『
華
麗
島
文
学
志
』
の
研
究
対
象
に
つ
い
て
」
（
二O
O
二
）
を
参
照
し
た
。
き
ら
に
具
体
的
な
島
田
の
「
外
地
文
学
」

に
つ
い
て
、
台
湾
・
精
華
大
学
大
学
院
に
在
籍
中
の
橋
本
恭
子
氏
の
ご
意
見
を
参
考
に
き
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
と
は
、
こ
こ
で
は
「
日
本
語
文
学
」
最
盛
期
の
台
湾
文
壇
に
お
い
て
争
点
と
な
っ
た
文
学
傾
向
に
限
定
し
た
意
味
で

用
い
て
い
る
。
な
お
当
時
は
「
エ
グ
ゾ
テ
イ
ズ
ム
」
「
異
国
情
緒
」
「
異
国
情
趣
」
「
異
国
情
調
」
な
ど
表
記
が
複
数
存
在
し
て
い
た
た
め
、

本
論
で
は
便
宜
的
に
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
に
表
記
を
統
一
し
た
。

藤
井
省
三
前
掲
書
所
収
論
文
。

『
文
芸
台
湾
』
（
一
九
四O
年
）
発
表
。
四
二
年
十
二
月
に
東
京
の
書
物
展
望
社
か
ら
『
赤
骸
記
』
と
し
て
単
行
本
化
し
、
四
三
年
二
月
に
は

台
湾
・
皇
民
奉
公
会
の
第
一
回
台
湾
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
西
川
満
の
散
文
に
お
け
る
代
表
作
と
い
え
る
。

こ
こ
で
参
照
し
た
先
行
研
究
は
藤
井
論
文
、
郎
前
掲
論
文
と
、
奥
出
健
「
西
川
満
の
文
学
と
台
湾
」
（
近
代
日
本
与
台
湾
検
討
会
発
表
論

文
二

0
0
0

）
井
東
裏
『
大
戦
中
に
於
け
る
台
湾
の
文
学
』
（
近
代
文
華
社
一
九
九
三
）
。
ま
た
、
未
見
だ
が
陳
藻
香
「
日
本
領
台
時
代

の
日
本
人
作
家
l

西
川
満
を
中
心
と
し
て
」
（
東
呉
大
学
日
本
文
化
研
究
所
博
士
論
文
）
で
は
、
「
赤
蔽
記
」
と
「
女
誠
扇
締
謂
」
の
関
わ
り

は
否
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

前
嶋
信
次
は
一
九
二
八
年
に
渡
台
し
、
以
降
満
州
へ
渡
る
ま
で
十
二
年
間
台
湾
に
在
住
。
台
南
等
で
民
俗
研
究
を
行
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ

の
鼎
談
当
時
は
台
南
第
一
中
学
校
の
教
員
だ
っ
た
。
戦
後
は
慶
応
義
塾
大
学
に
在
職
。
『
〈
華
麗
島
〉
台
湾
か
ら
の
眺
望
前
嶋
信
次
著
作
集

3

』
（
平
凡
社
二

O
O
O
）
参
照
。

掲
載
は
四
O
年
十
二
月
の
十
、
十
二
、
十
四
日
の
三
因
。
後
に
編
集
さ
れ
、
『
文
芸
台
湾
』
（
四
O
年
第
二
巻
第
五
号
）
の
「
保
祐
平
安
」

と
い
う
随
筆
欄
に
再
掲
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
西
川
の
文
学
傾
向
が
、
特
に
『
台
湾
文
学
』
派
か
ら
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
『
台
湾
文
学
』
派
は
西
川
を
「
エ

キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
傾
向
が
激
し
す
ぎ
る
と
指
弾
し
た
の
だ
が
、
西
川
批
判
に
お
い
て
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
と
「
ロ

マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
の
両
者
は
分
か
ち
が
た
く
、
つ
ま
り
島
田
論
文
が
論
じ
て
い
る
よ
う
な
意
味
で
の
「
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
」
と
は
異
な
る
も
(136) 
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の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
島
田
謹
二
と
西
川
満
は
親
交
が
深
く
、
島
田
が
西
川
の
文
学
活
動
を
一
貫
し
て
評
価
し
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
両

者
の
『
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
』
観
が
混
同
さ
れ
た
ま
ま
の
状
況
が
、
現
在
ま
で
続
い
て
お
り
、
「
日
本
語
文
学
」
研
究
の
上
で
、
再
考
が
求
め

ら
れ
て
い
る
重
要
な
問
題
点
の
一
つ
と
い
え
る
。

（U
）
（
日
）
「
女
誠
扇
締
諦
」
の
物
語
時
間
の
判
断
は
、
テ
ク
ス
ト
中
の

（
こ
の
二
三
年
後
に
台
湾
の
行
政
制
度
が
変
っ
て
台
南
の
官
衝
で
も
急
に
増
員
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
・
：

と
い
う
部
分
か
ら
行
っ
た
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
行
政
制
度
改
革
と
は
、
一
九
二O
年
に
台
湾
で
実
施
さ
れ
た
地
方
自
治
制
度
改
正
と

思
わ
れ
る
た
め
。

「
赤
最
記
」
の
時
間
は
、
「
私
」
が
西
川
本
人
を
意
識
き
せ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
西
川
が
「
市
の
公
会
堂
」
で
講
演
し
た
の
は
三
九

年
末
だ
っ
た
こ
と
か
ら
判
断
し
た
。

江
日
昇
『
台
湾
外
記
』
は
福
建
人
で
あ
る
江
が
ま
と
め
た
も
の
で
、
鄭
芝
竜
以
下
鄭
氏
四
代
の
事
跡
を
詳
述
し
た
も
の
だ
が
、
史
実
と
い
う

よ
り
は
伝
奇
小
説
に
近
い
。
一
七
O
四
年
（
康
県
四
三
年
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
葉
石
涛
著
／
中
島
利
郎
・
津
井
律
之
訳
『
台
湾
文
学

史
』
（
研
文
出
版
二
0
0
0
）
参
照
。

陳
迂
谷
（
一
八
一
一
｜
六
九
）
は
台
湾
北
部
で
は
林
本
源
家
と
並
ぶ
名
家
の
出
身
。
長
じ
て
挙
人
と
な
り
大
陸
で
任
官
し
、
帰
台
後
は
台

北
・
学
海
書
院
の
主
講
と
な
っ
て
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。
「
倫
閑
集
」
は
そ
の
詩
七
百
首
を
収
め
て
い
る
。
葉
前
掲
書
参
照
。

こ
の
指
摘
は
藤
井
前
掲
論
文
「
台
湾
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
文
学
に
お
け
る
敗
戦
の
予
感
｜
西
川
満
」
に
詳
し
い
。

特
に
小
説
を
挙
げ
る
と
「
城
門
」
（
四
二
年
第
三
巻
第
四
号
）
「
盛
り
場
に
て
」
（
四
二
年
第
四
巻
第
一
号
）
「
訂
盟
」
（
四
二
年
第
五
巻

第
一
号
）
な
ど
が
あ
る
。
全
て
『
文
芸
台
湾
』
発
表
。
戴
嘉
玲
編
「
新
垣
宏
一
先
生
年
譜
初
稿
」
『
淡
水
牛
津
文
芸
』
第
七
期
（
二0
0
0

年
七
月
）
参
照
。

（
日
）

17 （
四
）

（
日
）

付
記
本
稿
は
平
成
一
四
年
六
月
の
日
本
台
湾
学
会
分
科
会
「
台
湾
文
学
に
お
け
る
佐
藤
春
夫
と
そ
の
系
譜
」
に
お
け
る
発
表
と
、

慮
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
に
お
け
る
発
表
と
を
、
ま
と
め
て
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
じ
く
六
月
慶

(135) -42ー


